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＜連絡事項＞

· サポートセクレタリチームより講演会のお知らせが来ています。　

日時　１/８ (火)　１７：１５～１８：００

テーマ　「高次脳機能障害について」

場所　　メモリアルホール

講師　青森労災病院 精神科部長　北條　敬先生
法人内全施設から診療･コメディカルグループ以外の方は自由参加となっております。
　
· １２/３１～１/３の日当直医は院長となります。指示受け、報告等があれば

８：３０までに医事へ連絡し、用件を詳細に伝えておくようにとの事です。

　　
＜患者様連絡事項＞

· 法霊崎　恵子様～本日１６時、御家族の迎えにて正月外泊へ行かれています。外泊時の様子・体重の増加など観察・確認していきましょう。

· 布施　邦雄様～本日１０時、御家族の迎えにて正月外泊へ行かれています。この方は外泊後、疲労感の為、傾眠傾向が見られる事がありますので、外泊時の様子、疲労感等を観察していき、日課の取り組み状況や睡眠状況を観察・確認していきましょう。

· 蛯名　勝幸様～本日１５時、御家族の迎えにて正月外泊へ行かれています。帰院時は外泊時の様子、気分変動などの観察・確認を行っていきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価、検討＞

· 清川　厚子様～最近の日課取り組み状況について疎かになっている様子しばしば見られていますが、要因としてスタッフ側の介入不足であるかと思われます。日課取り組みを促す、あるいはプログラム前に不調を訴える事が多いため、入院目的及びリハビリの目的を確認し統一した介入を行っていきましょう。日課の取り組み状況をアセスメントする情報が不足しているので、モニタリング及び評価する尺度が必要と思われます。病棟生活の振り返りを行い、今後の生活設定へ向けたアプローチを行っていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

· 倉橋　生子様～服薬の仕方について不自然さ見られていましたが、スタッフの介入にて改善する事出来ています。服薬自己管理に関して、セットミスも見られていません。周囲を気にかける様子みられていますが、干渉やトラブルとなることもありません。正月外泊へいかれる予定でしたが、その後御家族様より連絡がありませんので、いつ連絡があってもいいように主治医より外出泊表の許可を頂く事としています。

· 菊地　明子様～前回の眼鏡修理目的の為の外出について、スタッフ全員が把握している事に対し意識している様子見られています。外出後より、表情の冴えなさ見られていますが、日課は支障なく行われており余暇もホールにて過ごされているなどの事から注察念慮はないと思われます。また、夜間頻尿について、身体的要因ではなく、不安、緊張による精神的要因ではないかと思われますので、引き続き中途覚醒、尿回数などの観察・確認を行っていきましょう。

















































